
大仙市立大曲中学校 学習支援教材 ３年生社会（公民）「公共の福祉と国民の義務」 

 

 

 

☆学習活動                                  教科書 P５８～５９ 

STEP①：資料１の C のイラストでは、だれがどのような人権どうしが対立しているか書きなさい。 

 

 

 

STEP②：資料１の C のイラストは、資料３の表のどの項目に関連するか書きなさい。 

 

 

 

 STEP③：資料２を見て、日本国憲法に見る「公共の福祉」についてまとめなさい。 

 

 

 

 

 

 

STEP④：教科書の内容を見て、日本国憲法に定める国民の三大義務をまとめなさい。 

 

 

 STEP⑤：人権はどのようなときに「公共の福祉」の考えに基づいて制限されるのか書きなさい。 

語句〈対立・侵害・社会全体の利益〉 

 

 

 

☆まとめ 

 

 

 

 

 

 

☆振り返り 

 

 

 

 

 

★最後に語句プリント（別紙）で内容をマスターしましょう★ 

☆学習課題：人権はどのようなときに制限され、国民は憲法上どのような義務を負っているのか。 

                                                                        

                                                                        

                                                                        

                                                                        

                                                                        

                                                                        

                                                                        

日本国憲法第１２条 

 この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の（          ）によつて、これを保持

しなければならない。又、国民は、これを（        ）してはならないのであつて、常に 

（          ）のためにこれを利用する責任を負ふ。 

  

 

 

①（        ）を受けさせる義務 ②（      ）の義務 ③（      ）の義務 
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日本国憲法第１２条 

 この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の（  不断の努力 ）によつて、これを保持しな

ければならない。又、国民は、これを（   濫用   ）してはならないのであつて、常に 

（  公共の福祉  ）のためにこれを利用する責任を負ふ。 

 書き込んだ人の表現の自由と、書き込まれた人の名誉 

 表現の自由の他人の名誉を傷つける行為の禁止 

 人権と人権が対立したり、人権が他人の人権を侵害したりしたとき、社会全体の利益を意味する「公

共の福祉」の考えに基づいて人権が制限される。 

①（  普通教育  ）を受けさせる義務 ②（  勤労  ）の義務 ③（  納税  ）の義務 


